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市制130周年記念事業「“１３０”でつむぐ松山」で未来
に残したい松山の「温かさ」をテーマに、絵やことばを
募集しました。ことばのちから実行委員会・
五百木幸子委員長からは、「手書きの伝わ
る力、松山の温かさを改めて発見できた」
と総評されました。

130周年を迎えた平成31・令和元（2019）年は、さまざまな記念事業を開催しました。
ここでは主なものを紹介し、130年の節目を振り返ります。

松山の魅力や、「映える」スポットをインスタグラムで募集しました。
皆さんにハッシュタグ「＃松山市制130周年」を使って投稿してい
ただいた作品の中から、魅力の詰まった松山らしい作
品を市ホームページで紹介しました。

＃松山市制130周年投稿作品紹介

さまざまな世代の人に、正岡子規の俳句の魅力を感じ
てもらおうと「子規さん俳句かるた」を使った「かるた
大会」を平成31年１月６日に初開催しました。大会に
は、幼児から高齢者まで、幅広い世代の人が参加し、
楽しみながら子規や俳句の魅力を感じ、親しむひととき
になりました。

ふるさと松山
「新春子規さん俳句かるた大会」

「“130”でつむぐ松山」
入賞作品展示

子規が熱中した落語で「ことばの大切さ」を考
え、日本の伝統的な文化芸術に触れてもらおう
と、３日間にわたり、市内小・中学校１１カ所や、
松山市民会館ほか市有施設３カ所でまつやま落
語まつりを開催しました。「落語のちから」で人と
まちに笑顔が広がりました。

まつやま落語まつり

ＮＨＫ松山放送局との共催で、本市で９年ぶりに「ＮＨＫのど自慢」
を開催しました。当日、出場者やゲストの歌声に、会場は盛り上が
り、その様子は全国に生中継されました。

NHKのど自慢

問企画戦略課 ☎948-6213・　 934-1804

問企画戦略課 ☎948-6213・　 934-1804

問企画戦略課 ☎948-6213・　 934-1804 問文化・ことば課 ☎948-6952・　 934-1913

問子規記念博物館 ☎931-5566・　 934-3416

〈ことば部門〉
「温かき言の葉のまち」松山 帖句さん 〈はがき部門〉別府  泉さん

皆さんから投稿していただいた作品

〈はがき部門〉若松 桃花さん


